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 1.序
 本論文では、同名論文(その2)で述べた鉛直載荷試験および引抜き試験の結果と(その3)で述べた簡易載
 荷試験の結果とを比較す為ことによって、試験杭の先端抵抗と摩擦抵抗について検討を加える。なお、本論
 文では以下、通常の鉛直載荷試験をr鉛直』、引抜き試験Aをr引抜きA」、同Bをr引抜きB」、簡易載荷試験
 Aをr簡易A」、同Bを〔簡易B」と略称する。先端荷重度qp(tf/・2)
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 2.先端抵抗の考察。
 荷重～沈下量関係図1は、r鉛直」とr簡易A,B」
 で得られた先端荷重度qp(=Pp/Ap)〃先端沈下量杭 o.02
  
 径比Sp/Dp関係の比較図である。r簡易A,B」の先δ
 む
 端面積Apや先端杭径Dpは、ジャッキ下面の直径や面積齢。.04
 準
 の値ではなく、杭体の値(Dp=1.2髄、Ap=1.13口2)を璃
 ト
 用いて整理している。この図から、3つの試験でほぼお
 霧0・06
 同じ荷重～沈下量関係が得られていることが分かる。駅
 今回行らた簡易載荷試験では・大きな荷重(2,000
 0.08
 tf)を加えた鉛直載荷試験と同等の先端抵抗が、はる
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 図1杭先端の荷重一沈下量関係
 かに少ない費用や準備時間で得られたことになる。また、Ppの値は、鉛直載荷試験ではひずみ計の測定値か
 ら杭体の圧縮剛性を用いて計算されるが、その信頼性は低い。これに対して、簡易載荷試験ではジャッキに加え
 た液圧から直接求める。したがって、Ppの値の信頼性は、簡易載荷試験の方が高いものと考えられる。
 先端荷重度の極限値,qp～Sp/Dp関係を外挿してSp/Dp=0.1時の荷重度を求め、これを先端荷重度の
 極限値qpuとして表1(a)に示す。r簡易A,B」のqpuはr鉛直」より小さい値となっている。これは、r鉛直」
 のPpの値は、ひずみ計と杭体の圧縮剛性から求めているため前述のように信頼性が低いこと、ひずみ計の位
 置がGL-37置であるため先端部分の摩擦力も含まれたものであること、簡易載荷試験ではジャ舛直上の杭体が
 上方に動くため先端面付近の応力分布が変裏1(a)qpuとqpu/Nの値表1(b)KとKINの値
 わり1】上載圧が減少していると推測される
 ことなどによるものであろう。このように、
 簡易載荷試験で得られる極限先端支持力値
 は、安全側の値となるものと考えられる。
 表1(a)には、qpuと先端N値との比
 qpu/Nおよびその統計値2}も併記した。先塑N値(ギ'リンゲKo・2のテ'一夕による)の算定方法
 No:杭先端より下へ1D'}上へID間のN僅の軍均(N≦60,No≦50)
 いずれの試験の値も(平均一1×標準偏N:杭先端より下へ1D〃上へ4D間のN値の平均(N≦100)
 N1:杭先端より下へ1D間のN値の平均(N≦100)
 差)とほぼ等しくなっており、今回の試N2:杭先端より下へ1D一生へ1D間のN値の平均(N≦100)
 験杭の先端支持力は、平均値より小さいもののばらつきの範囲内に入っているものと判断される。したがっ
 て、乱一37蟄から続く砂層を支持地盤としても問題はないものと判断される。
 先端バネ定数先端地盤の剛性を検討するために、単位面積当たりのバネ定数Kを考える。ここでは、K
 として図1の原点とq凶/3間の直線の勾配を採用し、表1(b)にその計算結果を示す。表にはK/Nの値とそ
 の統計値2】も併記している。K/Nの値は、統計の平均値よりも{(L5'》2)×標準偏差}ほど小さくなってお
      qpロqpu/NKK/N
      試験名一NolNlNlNolNlNlN
      (劉50・63188・85際150・63・88185
      鉛直77015.4112,2'8.8-9.08.60.1710.i410.1010.10
      簡易A一一一-一一一一一B685●一一一一68013.7:10.817.8;8.O--一一岬r一一曽-一r一一一一『r一一一一一136・10717717.98.9一一一一・1020.1810.1410.1010.11一一一一一r一一-一一r一一噛一一r一一一一一〇211016・012・0.12
      統計1】.平均一115.4112.1111.7一一10.3010.2310.22
      一,5い3713.1一一1011,0.07・0.06
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